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(57)【要約】
【課題】植物の栽培に必要な照明を提供する一方で、植
物の成長に合わせて、植物を絡ませる部材の高さを適切
な位置に位置調整可能な水耕栽培装置を提供することを
目的とする。
【解決手段】水耕栽培装置１００において、植物を栽培
するための容器２００を配置する底板１２０が設けられ
、この底板１２０の上方に、植物を絡ませる第１の格子
状部材１４０ｂ，１４０ｃが設けられ、この第１の格子
状部材１４０ｂ，１４０ｃの上方に、下方を照らす照明
器具１６２が組み込まれている棚板１４０ａ１が設けら
れ、前記第１の格子状部材１４０ｂ，１４０ｃは前記底
板１２０と前記棚板１４０ａ１の間を上下方向に位置調
整可能である。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植物を栽培するための容器を配置する底板が設けられ、
　この底板の上方に、植物を絡ませる第１の格子状部材が設けられ、
　この第１の格子状部材の上方に、下方を照らす照明器具が組み込まれている棚板が設け
られ、
　前記第１の格子状部材は前記底板と前記棚板の間を上下方向に位置調整可能である、
ことを特徴とする水耕栽培装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の水耕栽培装置において、
　前記棚板は前記第１の格子状部材の高さの調整方向に合わせて上下方向に位置調整可能
である、
ことを特徴とする水耕栽培装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の水耕栽培装置において、
　前記第１の格子状部材および前記棚板は、前記底板の両端に立設された支持体に保持さ
れている、
ことを特徴とする水耕栽培装置。
【請求項４】
　植物を栽培するための容器を配置する底板が設けられ、
　この底板の上方に、下方を照らす照明器具が組み込まれている棚板が設けられ、
　この棚板に、植物を絡ませる第１の格子状部材が前記底板と離間して縦に設けられ、
　前記棚板は、前記第１の格子状部材とともに上下方向に位置調整可能である、
ことを特徴とする水耕栽培装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の水耕栽培装置において、
　前記棚板にスリットが設けられ、
　このスリットに前記第１の格子状部材が挿通されて、前記棚板に取り付けられる、
ことを特徴とする水耕栽培装置。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の水耕栽培装置において、
　前記第１の格子状部材に対してスリットを有する第２の格子状部材が交差して配置され
、第２の格子状部材の前記スリットに前記第１の格子状部材が挿通されている、
ことを特徴とする水耕栽培装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の水耕栽培装置において、
　前記棚板および前記第１の格子状部材の水平面に対する角度が変更可能である、
ことを特徴とする水耕栽培装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水耕栽培装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の水耕栽培は、大型の設備で行われていた。特許文献１は、養液を湛水する水槽と
、植物を植栽するクレートと、植物の栽培環境を制御するパネルと、で栽培ユニットを構
成し、この栽培ユニットを栽培室内に多数設置してユニット毎に個別に栽培環境を維持管
理することを特徴とする野菜工場を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２７９２６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般的に、工場では、植物を栽培する装置が大型である。そのため、例えば、トマトな
どの植物を栽培する場合、植物の成長に合わせて、植物が絡まる部材等の位置調整をする
必要がないように、設備が予め構成されている。ところで、住宅等の建物で、植物を栽培
する場合、植物の栽培に必要な照明を提供する一方で、植物の成長に合わせて、植物を絡
ませる部材の高さを適切な位置に調整することが望まれる。
【０００５】
　本発明は、植物の栽培に必要な照明を提供する一方で、植物の成長に合わせて、植物を
絡ませる部材の高さを適切な位置に位置調整可能な水耕栽培装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の水耕栽培装置１００に係る発明は、例え
ば、図１Ａ、図７、図９に示すように、
　植物を栽培するための容器２００を配置する底板１２０が設けられ、
　この底板１２０の上方に、植物を絡ませる第１の格子状部材１４０ｂ，１４０ｃが設け
られ、
　この第１の格子状部材１４０ｂ，１４０ｃの上方に、下方を照らす照明器具１６２が組
み込まれている棚板１４０ａ１が設けられ、
　前記第１の格子状部材１４０ｂ，１４０ｃは前記底板１２０と前記棚板１４０ａ１の間
を上下方向に位置調整可能である、
ことを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、底板１２０および第１の格子状部材１４０ｂ，１４０
ｃの上方に、下方を照らす照明器具１６２が組み込まれている棚板１４０ａ１が設けられ
ているので、棚板１４０ａ１より下方にある植物を照明器具１６２で照らすことができる
一方で、前記第１の格子状部材１４０ｂ，１４０ｃは前記底板１２０と前記棚板１４０ａ
１の間を上下方向に位置調整可能であるので、植物の成長に合わせて、植物を絡ませる第
１の格子状部材１４０ｂ，１４０ｃの高さを適切な位置に調整できる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、例えば、図７に示すように、
　請求項１に記載の水耕栽培装置１００において、
　前記棚板１４０ａ１は前記第１の格子状部材１４０ｂの高さの調整方向に合わせて上下
方向に位置調整可能である、
ことを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、前記棚板１４０ａ１は前記第１の格子状部材１４０ｂ
の高さの調整方向に合わせて上下方向に位置調整可能であるので、第１の格子状部材１４
０ｂに対して、適切な距離を保つように棚板１４０ａ１の高さを調整することができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、例えば、図１Ａに示すように、
　請求項１に記載の水耕栽培装置１００において、
　前記第１の格子状部材１４０ｂおよび前記棚板１４０ａ１は、前記底板１２０の両端に
立設された支持体１１０ａ，１１０ｂに保持されている、
ことを特徴とする。
【００１１】
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　請求項３に記載の発明によれば、前記第１の格子状部材１４０ｂおよび前記棚板１４０
ａ１は前記底板１２０の両端に立設された支持体１１０ａ，１１０ｂに保持されているの
で、前記第１の格子状部材１４０ｂおよび前記棚板１４０ａ１を支えている、自立する水
耕栽培装置１００を提供できる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、例えば、図９、図１０に示すように、
　植物を栽培するための容器２００を配置する底板１２０が設けられ、
　この底板１２０の上方に、下方を照らす照明器具１６２が組み込まれている棚板１４０
ａ１，１４０ａ２が設けられ、
　この棚板１４０ａ１，１４０ａ２に、植物を絡ませる第１の格子状部材１４０ｃ－１４
０ｅが前記底板１２０と離間して縦に設けられ、
　前記棚板１４０ａ１，１４０ａ２は、前記第１の格子状部材１４０ｃ－１４０ｅととも
に上下方向に位置調整可能である、
ことを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に記載の発明によれば、前記第１の格子状部材１４０ｃ－１４０ｅが縦に配置
されているので、縦に植物が絡みながら伸びて成長でき、前記棚板１４０ａ１，１４０ａ
２は、前記第１の格子状部材１４０ｃ－１４０ｅとともに上下方向に位置調整可能である
ので、底板１２０上の植物の成長に合わせて、前記棚板１４０ａ１，１４０ａ２および第
１の格子状部材１４０ｃ－１４０ｅの高さを同時に適切な位置に調整できる。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、例えば、図１０、図１１に示すように、
　請求項４に記載の水耕栽培装置１００において、
　前記棚板１４０ａ２にスリット１４１ａが設けられ、
　このスリット１４１ａに前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅが挿通されて、前記
棚板１４０ａ２に取り付けられる、
ことを特徴とする。
【００１５】
　請求項５に記載の発明によれば、前記棚板１４０ａ２のスリット１４１ａに前記第１の
格子状部材１４０ｄ，１４０ｅが挿通されて、前記棚板１４０ａ２に取り付けられるので
、前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅの縦方向の大きさに関係なく前記棚板１４０
ａ２の高さを下方に調整することにより、棚板１４０ａ２を植物に近接させることができ
る。
【００１６】
　請求項６に記載の発明は、例えば、図１２～図１４に示すように、
　請求項４または５に記載の水耕栽培装置１００において、
　前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅに対してスリット１４１ｂを有する第２の格
子状部材１４５が交差して配置され、第２の格子状部材１４５の前記スリット１４１ｂに
前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅが挿通されている、
ことを特徴とする。
【００１７】
　請求項６に記載の発明によれば、前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅに対してス
リット１４１ｂを有する第２の格子状部材１４５が交差して配置されているので、縦およ
び交差する方向に植物が絡みながら伸びて成長できる水耕栽培装置１００を提供できる。
【００１８】
　請求項７に記載の発明は、例えば、図８に示すように、
　請求項１～６のいずれか一項に記載の水耕栽培装置１００において、
　前記棚板１４０ａ１および前記第１の格子状部材１４０ｂの水平面に対する角度が変更
可能である、
ことを特徴とする。



(5) JP 2013-192552 A 2013.9.30

10

20

30

40

50

【００１９】
　請求項７に記載の発明によれば、前記棚板１４０ａ１および前記第１の格子状部材１４
０ｂの水平面に対する角度が変更可能であるので、この角度を適切な角度に設定して植物
を観察し易くなる水耕栽培装置１００を提供できる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、植物の栽培に必要な照明を提供する一方で、植物の成長に合わせて、
植物を絡ませる部材の高さを適切な位置に位置調整可能な水耕栽培装置を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１Ａ】本発明に係る水耕栽培装置の一例を示す図であり、正面図である。
【図１Ｂ】同、平面図である。
【図１Ｃ】同、左側面図である。
【図１Ｄ】同、右側面図である。
【図２】同、図１ＡのＩ－Ｉ断面図であり、左右に配置された液肥タンクを接続する配管
と、底板および液肥タンクの孔の位置を示す図である。
【図３】水耕栽培装置の棚板の一例を示す図であり、棚板の右側面の部分拡大図である。
【図４】本発明に係る水耕栽培装置の蓄電池収納部の一例を示す図であり、（ａ）は左側
面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は背面図、（ｄ）は平面図である。
【図５】本発明に係る水耕栽培装置の液肥タンクの一例を示す正面図であり、（ａ）は正
面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は右側面図である。
【図６】本発明に係る水耕栽培装置を建物に設置した例を示す立面断面図である。
【図７】本発明に係る水耕栽培装置の一例を示す図であり、（ａ）は植物が小さいときの
棚板と第１の格子状部材の配置を示す断面図であり、（ｂ）は植物が大きいときの棚板と
第１の格子状部材の配置を示す断面図である。
【図８】同、水平面に対する、棚板と第１の格子状部材との角度を変更した例を示す断面
図である。
【図９】同、第１の格子状部材が縦に設けられた例を示す断面図である。
【図１０】同、棚板にスリットが設けられた例を示す斜視図である。
【図１１】同、棚板にスリットが設けられた例を示す断面図である。
【図１２】同、第２の格子状部材が設けられた例を示す断面図である。
【図１３】同、（ａ）は棚板に第１の格子状部材がストッパーで取り付けられている例を
示す部分拡大図であり、（ｂ）は第１の格子状部材に第２の格子状部材がストッパーで取
り付けられている例を示す部分拡大図である。
【図１４】第２の格子状部材の一例を示す図である。
【図１５】半円筒状の第１の格子状部材の一例を示す図である。
【図１６】半円筒状の第１の格子状部材の一例を示す図である。
【図１７】半円筒状の第１の格子状部材に用いられる半円弧状の線材と嵌合部材を示す拡
大図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【００２３】
＜実施の形態１＞
（水耕栽培装置）
　図１Ａ～図１Ｄに示すように、水耕栽培装置１００は、左側のつる植物用水耕栽培部１
００Ａと、中央の蓄電池１５５を収納する蓄電池収納部１００Ｂと、右側の葉菜等植物用
水耕栽培部１００Ｃとを備えている。つる植物用水耕栽培部１００Ａと、蓄電池収納部１
００Ｂと、葉菜等植物用水耕栽培部１００Ｃとは、一体として設けられている。前記水耕
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栽培装置１００は、任意の方向に移動可能にするために、キャスター１３０を有する。
【００２４】
（つる植物用水耕栽培部１００Ａ）
　つる植物用水耕栽培部１００Ａは、トマトなどのつる植物を栽培するために使用される
。つる植物用水耕栽培部１００Ａは、箱体に、下方を照らす照明器具１６２とこの照明器
具１６２までの配線１６２ａが組み込まれた棚板１４０ａ１とこの棚板１４０ａ１の下方
に格子状部材１４０ｂとが水平面と平行に取り付けられて構成されている。前記箱体は、
植物を栽培するための容器２００を配置する底板１２０と、この底板１２０上方に配置さ
れた天板１２５と、これらの短辺にそれぞれ配置された側板である支持体１１０ａ，１１
０ｂとで形成された枠体と、この枠体の背面に配置された鏡１７０とから構成されている
。
【００２５】
　図１Ｂに示すように、照明器具１６２は左右に長手を有し、この長手は、棚板１４０ａ
１の長手方向に向けて設けられている。照明器具１６２は、つる植物用水耕栽培部１００
Ａの前部側と鏡側１７０に平行に複数設けられている。
　格子状部材１４０ｂは、植物のつるを絡ませるために設けられ、矩形状の枠材の短辺お
よび長辺のそれぞれに平行な複数の線材が互いに離間して設けられ、前記枠材にこれらの
複数の線材が交差して取り付けられて構成されている。
【００２６】
　図１Ａに示すように、前記棚板１４０ａ１とこの棚板１４０ａ１の下方に配置された前
記格子状部材１４０ｂとは、その短辺がそれぞれ底板１２０の両端に立設された支持体１
１０ａ，１１０ｂに保持され、図７に示すように、前記棚板１４０ａ１は前記第１の格子
状部材１４０ｂの高さの調整方向に合わせて上下方向に位置調整可能である。
【００２７】
　また、図１Ａに示すように、棚板１４０ａ１と格子状部材１４０ｂの各々は、支持体１
１０ａ，１１０ｂの互いに対向する面から水平方向に突出している凸部１１５上に、棚板
１４０ａ１と格子状部材１４０ｂの短辺を載せて取り付けられている。凸部１１５は、棚
ダボ等の円柱形状またはフック形状等の支持部材の一部であり、この支持部材の一端を支
持体１１０ａ，１１０ｂに設けられた凹部にはめ込んだ際の他端である。この凹部は、支
持体１１０ａ，１１０ｂの上下方向に複数設けられており、支持部材の取り付け位置を上
下方向の任意の位置に変えることにより、棚板１４０ａ１と格子状部材１４０ｂの取り付
け位置を上下方向の任意の位置に配置することができる。
【００２８】
　また、棚板１４０ａ１と格子状部材１４０ｂの短手方向において、支持部材の取り付け
位置を上下にずらすことにより、前記棚板１４０ａ１および前記第１の格子状部材１４０
ｂの水平面に対する角度が変更可能である。例えば、図８に示すように、つる植物用水耕
栽培部１００Ａの前部側の凸部１１５より鏡１７０側の凸部１１５の位置を低くすること
により、前記棚板１４０ａ１および前記第１の格子状部材１４０ｂの水平面に対する角度
を変更できる。
【００２９】
　また、図１Ａに示すように、前記つる植物用水耕栽培部１００Ａの底板１２０の下に液
肥タンク１５０Ａが設けられ、この液肥タンク１５０Ａ内の液肥を吸い上げて前記容器２
００内の培地２０１に供給するための吸収体２０２が前記容器２００内から前記液肥タン
ク１５０Ｂ内まで延出して設けられている。この吸収体２０２としては、布、綿等が使用
できる。また、液肥タンク１５０Ａを左右に挟むように、支持体１１０ａ，１１０ｂの下
部近傍に複数のキャスター１３０が設けられている。
【００３０】
（蓄電池収納部１００Ｂ）
　図１Ａおよび図４に示すように、前記蓄電池収納部１００Ｂは、蓄電池１５５を配置す
る底板１２１と、天板１２６と、これらの長辺にそれぞれ配置された側板である支持体１
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１０ｃ，１１０ｄとで形成された枠体と、この枠体の背面に配置された背板１２３とから
なる箱体に、棚板１２７が取り付けられて構成されている。棚板１２７の長辺はそれぞれ
支持体１１０ｃ，１１０ｄに支持されている。更に、前記蓄電池収納部１００Ｂの支持体
１１０ｃ，１１０ｄの下部近傍に、キャスター１３０が設けられている。
【００３１】
　蓄電池１５５は、前記蓄電池収納部１００Ｂの底板１２１上に配置され、前記照明器具
１６２および前記ポンプ１６０に接続され、前記照明器具１６２および前記ポンプ１６０
に電力を供給している。前記ポンプ１６０の下には、防振ゴムが設けられている。なお、
前記蓄電池収納部１００Ｂの背面には、つる植物用水耕栽培部１００Ａと、葉菜等植物用
水耕栽培部１００Ｃとに配線するために開口部１２６ａが設けられている。
【００３２】
　前記蓄電池収納部１００Ｂの前部には、蓄電池１５５の操作部１２８を露出した状態で
、前記前部を覆う前面板１２９が設けられている。この前面板１２９は、左右方向にスラ
イド可能に設けられている。
【００３３】
（葉菜等植物用水耕栽培部１００Ｃ）
　図１Ａ、図１Ｂおよび図１Ｄに示すように、葉菜等植物用水耕栽培部１００Ｃは、葉菜
等植物を栽培するために使用される。葉菜等植物用水耕栽培部１００Ｃは、植物を栽培す
るための容器２００を配置する底板１２０と、この底板１２０上方に配置された天板１２
５と、これらの短辺にそれぞれ配置された側板である支持体１１０ｅ，１１０ｆとで形成
された枠体と、この枠体の背面に配置された鏡１７０とからなる箱体に、複数の棚板１３
５が取り付けられて構成されている。
【００３４】
　複数の棚板１３５の短辺はそれぞれ支持体１１０ｅ，１１０ｆに支持されている。複数
の棚板１３５の各々には、下方を照らす照明器具１６２と、この照明器具１６２までの配
線１６２ａと、前記棚板１３５上に配置される植物を栽培するための容器２１０へ液肥を
供給する配管１６１の一部とが組み込まれている。配管１６１は、ポンプ１６０から８分
岐１６３を経由して各棚板１３５上まで設けられ、各棚板１３５上の容器２１０に液肥を
供給するために設けられている。
【００３５】
　また、複数の棚板１３５は、葉菜等植物の大きさに合わせて上下方向に位置調整可能で
ある。複数の棚板１３５の各々は、支持体１１０ｅ，１１０ｆの互いに対向する面から水
平方向に突出している凸部１１５上に、棚板１３５の短辺を載せて取り付けられている。
凸部１１５は、棚ダボ等の円柱形状またはフック形状等の支持部材の一部であり、この支
持部材の一端を支持体１１０ｅ，１１０ｆに設けられた凹部にはめ込んだ際の他端である
。この凹部は、支持体１１０ａ，１１０ｂの上下方向に複数設けられており、支持部材の
取り付け位置を上下方向の任意の位置に変えることにより、棚板１４０ａ１と格子状部材
１４０ｂの取り付け位置を上下方向の任意の位置に配置することができる。
【００３６】
　また、前記葉菜等植物用水耕栽培部１００Ｃの底板１２０の下に液肥タンク１５０Ｂが
設けられ、この液肥タンク１５０Ｂ内の液肥を吸い上げて前記容器２００内の培地２０１
に供給するための吸収体２０２が前記容器２００内から前記液肥タンク１５０Ｂ内まで延
出して設けられている。この吸収体２０２としては、布、綿等が使用できる。また、液肥
タンク１５０Ｂを左右に挟むように、支持体１１０ｅ，１１０ｆの下部近傍に複数のキャ
スター１３０が設けられている。液肥タンク１５０Ｂ内には、ポンプ１６０が取り付けら
れ、ポンプ１６０を駆動することにより、配管１６１に液肥を送り込み、棚板１３５上の
容器２１０に液肥が供給される。
【００３７】
（棚板）
　図３に示すように、棚板１４０ａ１に、ＬＥＤユニットなどの下方を照らす２つの照明
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器具１６２と、前記蓄電池１５５から前記照明器具１６２まで設けられている配線１６２
ａの一部とが組み込まれている。配線１６２ａは、蓄電池収納部１００Ｂ内の蓄電池１５
５と接続されている。また、棚板１４０ａ１に凹部が設けられ、この凹部に照明器具１６
２の下面と棚板１４０ａ１の下面が面一になるように照明器具１６２が組み込まれている
。
【００３８】
（液肥タンク）
　図５を参照して、液肥タンク１５０Ａについて説明する。
　液肥タンク１５０Ａは、アクリル板等で形成された直方体状のタンクである。液肥タン
ク１５０Ａは、矩形状の上面板１５０Ａ１と矩形状の下面板１５０Ａ２とが上下に平行に
配置され、上面板１５０Ａ１と下面板１５０Ａ２の短辺のそれぞれに鉛直に配置される矩
形状の２枚の短辺側板１５０Ａ３と、上面板１５０Ａ１と下面板１５０Ａ２の長辺側のそ
れぞれに鉛直に配置される矩形状の２枚の長辺側板１５０Ａ４とで構成されている。
【００３９】
　短辺側板１５０Ａ３と上面板１５０Ａ１との接合部に、アングル材１５２を設けて、上
面板１５０Ａ１の短辺側の強度を向上している。また、液肥タンク１５０Ａの中央部に上
面板１５０Ａ１と下面板１５０Ａ２とを接続しているアクリル支柱１５３を設けて、中央
部の強度を向上している。
【００４０】
　また、液肥タンク１５０Ａの右側には、上面板１５０Ａ１と下面板１５０Ａ２とが接続
されている円筒状のフロートガイド１５４が設けられている。フロートガイド１５４の下
部には２つの孔１５４ａが設けられ、フロートガイド１５４内に液肥が入るようになって
いる。フロートガイド１５４内には浮き１５６が配置され、浮き１５６の上部が上面板１
５０Ａ１から上方に突出するように上面板１５０Ａ１に孔１５４ｂが設けられている。こ
の浮き１５６の高さを確認することにより、液肥の残量を把握できる。
【００４１】
　図２に示すように、液肥タンク１５０Ａと液肥タンク１５０Ｂは、配管１６１ａで繋が
れており、ポンプを用いて液肥タンク１５０Ｂから液肥タンク１５０Ａに液肥タンク１５
０Ｂの液肥を供給できる。なお、液肥タンク１５０Ｂは、液肥タンク１５０Ａと比べて、
Ｌ字型管状の液肥注入部１５０ａが液肥タンク１５０Ｂの長辺側板に設けられている点で
異なる。
【００４２】
　また、液肥タンク１５０Ａ，１５０Ｂの各々は、タンク支持部１５１により支持されて
いる。タンク支持部１５１は、下面板１５０Ａ２と２枚の短辺側板１５０Ａ３を覆うコ字
型であり、底板１２０にタンク支持部１５１の上端が取り付けられている。また、タンク
支持部１５１を左右に挟むように、支持体１１０ａ，１１０ｂの下部近傍に複数のキャス
ター１３０が設けられている。
【００４３】
（水耕栽培装置の設置例）
　水耕栽培装置１００が建物内に設置される例について説明する。例えば、図６に示すよ
うに、居室１０に隣接する収納区画２０に水耕栽培装置１００が設置される。前記居室１
０と前記収納区画２０との間には、開口部３０が設けられ、この開口部３０に透明または
半透明の引き分け戸である仕切り建具３１が設けられている。また、前記収納区画２０の
床２１は、前記居室１０の床１１より低くなっている。前記収納区画２０の床２１はコン
クリートの土間であり、この土間上に水耕栽培装置１００が設置されている。
【００４４】
　このように、建物内の収納区画２０に水耕栽培装置１００を設置した場合でも、水耕栽
培装置１００に、照明器具１６２と配管１６１等の植物の栽培に必要な器具等が組み込ま
れているので、自然光が届かない建物内の空間においても、植物の栽培をすることが可能
になる。
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【００４５】
　本実施の形態によれば、底板１２０および第１の格子状部材１４０ｂの上方に、下方を
照らす照明器具１６２が組み込まれている棚板１４０ａ１が設けられているので、棚板１
４０ａ１より下方にある植物を照明器具１６２で照らすことができる一方で、前記第１の
格子状部材１４０ｂは前記底板１２０と前記棚板１４０ａ１の間を上下方向に位置調整可
能であるので、植物の成長に合わせて、植物を絡ませる第１の格子状部材１４０ｂの高さ
を適切な位置に調整できる。
【００４６】
　また、前記棚板１４０ａ１は前記第１の格子状部材１４０ｂの高さの調整方向に合わせ
て上下方向に位置調整可能であるので、第１の格子状部材１４０ｂに対して、適切な距離
を保つように棚板１４０ａ１の高さを調整することができる。
【００４７】
　また、前記第１の格子状部材１４０ｂおよび前記棚板１４０ａ１は前記底板１２０の両
端に立設された支持体１１０ａ，１１０ｂに保持されているので、前記第１の格子状部材
１４０ｂおよび前記棚板１４０ａ１を支えている、自立する水耕栽培装置１００を提供で
きる。
【００４８】
　また、前記棚板１４０ａ１および前記第１の格子状部材１４０ｂの水平面に対する角度
が変更可能であるので、この角度を適切な角度に設定して植物を観察し易くなる水耕栽培
装置１００を提供できる。
【００４９】
＜実施の形態２＞
　次に、図９を参照して、実施の形態２について、上記実施の形態１と異なる点を以下説
明する。図９は、つる植物用水耕栽培部１００Ａ１の中央部における断面図を示す。つる
植物用水耕栽培部１００Ａ１は、第１の格子状部材１４０ｃを縦に設けている点で、つる
植物用水耕栽培部１００Ａと異なる。なお、本実施の形態においては、上記実施の形態１
と同じ部材には同一の符号を付し、説明を省略する。
【００５０】
（つる植物用水耕栽培部１００Ａ１）
　つる植物用水耕栽培部１００Ａ１は、箱体に、下方を照らす照明器具１６２とこの照明
器具１６２までの配線１６２ａが組み込まれた棚板１４０ａ１とこの棚板１４０ａ１の下
方に格子状部材１４０ｃとが縦に取り付けられて構成されている。前記箱体は、植物を栽
培するための容器２００を配置する底板１２０と、この底板１２０上方に配置された天板
１２５と、これらの短辺にそれぞれ配置された側板である支持体１１０ａ，１１０ｂとで
形成された枠体と、この枠体の背面に配置された鏡１７０とから構成されている。
【００５１】
　格子状部材１４０ｂは、矩形状の枠材の短辺および長辺のそれぞれに平行な複数の線材
が互いに離間して設けられ、前記枠材にこれらの複数の線材が交差して取り付けられて構
成され、植物のつるを絡ませるために設けられている。
　前記棚板１４０ａ１は、その短辺がそれぞれ底板１２０の両端に立設された支持体１１
０ａ，１１０ｂに保持され、支持体１１０ａ，１１０ｂの互いに対向する面から水平方向
に突出している凸部１１５上に、棚板１４０ａ１の短辺を載せて取り付けられている。
【００５２】
　前記棚板１４０ａ１に、前記第１の格子状部材１４０ｃは、前記底板１２０と離間して
縦に設けられている。前記棚板１４０ａ１は、前記第１の格子状部材１４０ｃとともに上
下方向に位置調整可能である。前記棚板１４０ａ１に、ひも、チェーン等の吊り下げ部材
１４１で第１の格子状部材１４０ｃが取り付けられている。前記棚板１４０ａ１の下面に
吊り下げ部材１４１の上端がビス等で取り付けられ、吊り下げ部材１４１の下端にフック
が設けられ、第１の格子状部材１４０ｃの上部の枠材または線材に前記フックを引っ掛け
て第１の格子状部材１４０ｃが取り付けられている。第１の格子状部材１４０ｃに絡まっ
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た植物がよく照らされるように、照明器具１６２の近傍に、吊り下げ部材１４１の上端が
設けられていることが望ましい。なお、第１の格子状部材１４０ｃへの前記フックを引っ
掛ける位置を変えることにより、第１の格子状部材１４０ｃは、前記底板１２０に対して
、上下方向に位置調整可能である。
【００５３】
　また、棚板１４０ａ１の短手方向において、支持部材の取り付け位置を上下にずらすこ
とにより、前記棚板１４０ａ１の水平面に対する角度が変更可能である。例えば、つる植
物用水耕栽培部１００Ａ１の前部側の凸部１１５より鏡１７０側の凸部１１５の位置を低
くすることにより、前記棚板１４０ａ１の水平面に対する角度を変更できる。
【００５４】
　本実施の形態によれば、前記第１の格子状部材１４０ｃが縦に配置されているので、縦
に植物が絡みながら伸びて成長でき、前記棚板１４０ａ１は、前記第１の格子状部材１４
０ｃとともに上下方向に位置調整可能であるので、底板１２０上の植物の成長に合わせて
、前記棚板１４０ａ１および第１の格子状部材１４０ｃの高さを同時に適切な位置に調整
できる。
【００５５】
　また、前記棚板１４０ａ１の水平面に対する角度が変更可能であるので、この角度を所
望の角度に設定して植物を照らす光量を調整できる。
【００５６】
（第１の格子状部材の変形例）
　次に、図１５～図１７を参照して、第１の格子状部材の変形例について以下説明する。
上記実施の形態２においては、矩形状の第１の格子状部材１４０ｃを縦に設けている例に
ついて説明したが、これに限られない。図１５および図１６に示すような半円筒状の第１
の格子状部材１４０ｇ，１４０ｈを使用してもよい。
【００５７】
　第１の格子状部材１４０ｇ，１４０ｈは、縦方向に配置されている矩形の格子状部材に
、針金等の半円弧状の線材１４９が横方向に取り付けられて構成されている。半円弧状の
線材１４９の両端には、樹脂製の嵌合部材１４８が取り付けられている。前記縦方向に配
置されている矩形の格子状部材は、矩形の枠材１４０ｇ１，１４０ｈ１の長辺および短辺
のそれぞれに平行な複数の縦線材１４０ｇ２，１４０ｈ２および複数の横線材１４０ｇ３
，１４０ｈ３が互いに離間して設けられ、この枠材１４０ｇ１，１４０ｈ１に複数の縦線
材１４０ｇ２，１４０ｈ２および複数の横線材１４０ｇ３，１４０ｈ３が交差して取り付
けられて構成されている。この嵌合部材１４８は凹部を有し、この凹部が格子状部材の枠
材１４０ｇ１に嵌合されている。第１の格子状部材１４０ｈは、第１の格子状部材１４０
ｇと比べて、半円弧状の線材１４９間の上下方向における間隔が広い点で異なる。
【００５８】
　本変形例によれば、第１の格子状部材１４０ｇ，１４０ｈを使用する場合、第１の格子
状部材１４０ｃを用いる場合に比べて、横方向にも植物が絡まることができるため、平面
視において植物の受光面積が広がるという利点がある。
【００５９】
＜実施の形態３＞
　次に、図１０を参照して、実施の形態３について、上記実施の形態１，２と異なる点を
以下説明する。図１０は、つる植物用水耕栽培部１００Ａ２の斜視図を示す。つる植物用
水耕栽培部１００Ａ２は、矩形状のスリット１４１ａを有する棚板１４０ａ２が使用され
ている点で、実施の形態２におけるつる植物用水耕栽培部１００Ａ１と異なる。なお、本
実施の形態においては、上記実施の形態１，２と同じ部材には同一の符号を付し、説明を
省略する。
【００６０】
（つる植物用水耕栽培部１００Ａ２）
　つる植物用水耕栽培部１００Ａ２は、箱体に、下方を照らす照明器具１６２とこの照明
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器具１６２までの配線１６２ａが組み込まれた棚板１４０ａ２と、この棚板１４０ａ２の
スリット１４１ａに挿通されている前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅとが取り付
けられて構成されている。前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅは、ストッパー１４
７で前記棚板１４０ａ２に取り付けられている。前記箱体は、植物を栽培するための容器
２００を配置する底板１２０と、この底板１２０上方に配置された天板１２５と、これら
の短辺にそれぞれ配置された側板である支持体１１０ａ，１１０ｂとで形成された枠体と
、この枠体の背面に配置された鏡１７０とから構成されている。
【００６１】
　第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅは、矩形状の枠材の短辺および長辺のそれぞれに
平行な複数の線材が離間して設けられ、前記枠材にこれらの複数の線材が交差して取り付
けられて構成され、植物のつるを絡ませるために設けられている。なお、前記第１の格子
状部材１４０ｅは、図１５に示すように、格子状部材１４０ｅの枠材に複数の半円弧状の
線材１４９が嵌合部材１４８を介して取り付けられ、半円筒状に構成されている。
【００６２】
　照明器具１６２の長手は、棚板１４０ａ１の長手方向に向けて設けられている。図１３
（ａ）に示すように、ストッパー１４７は、矩形状の板であり、矩形状のスリット１４１
ａから上方に突出している第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅの複数の線材で形成され
ている孔に挿入されている。ストッパー１４７の長辺両端側の下面は棚板１４０ａ２の上
面にそれぞれ接し、ストッパー１４７の中央部の上面は第１の格子状部材１４０ｄ，１４
０ｅを構成する線材の下部と接している。
【００６３】
　照明器具１６２は、つる植物用水耕栽培部１００Ａの前部側と鏡側１７０に平行に複数
設けられている。スリット１４１ａは、照明器具１６２の近傍に、照明器具１６２と平行
に設けられている。格子状部材１４０ｄは、スリット１４１ａの長さと略等しい幅に設定
されており、複数の容器２００に植えられた植物が絡まるように配置されている。格子状
部材１４０ｅは、スリット１４１ａの長さの５分の１程度の幅に設定されており、１つの
容器２００に植えられた植物が絡まるように配置されている。
　前記棚板１４０ａ２は、その短辺がそれぞれ底板１２０の両端に立設された支持体１１
０ａ，１１０ｂに保持され、支持体１１０ａ，１１０ｂの互いに対向する面から水平方向
に突出している凸部１１５上に、棚板１４０ａ２の短辺を載せて取り付けられている。ま
た、前記棚板１４０ａ２は、前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅとともに上下方向
に位置調整可能である。
【００６４】
　また、棚板１４０ａ２の短手方向において、支持部材の取り付け位置を上下にずらすこ
とにより、前記棚板１４０ａ２の水平面に対する角度が変更可能である。例えば、つる植
物用水耕栽培部１００Ａ２の前部側の凸部１１５より鏡１７０側の凸部１１５の位置を低
くすることにより、前記棚板１４０ａ１の水平面に対する角度を変更できる。
【００６５】
　本実施の形態によれば、前記棚板１４０ａ２のスリット１４１ａに前記第１の格子状部
材１４０ｄ，１４０ｅが挿通されて、前記棚板１４０ａ２に取り付けられるので、前記第
１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅの縦方向の大きさに関係なく前記棚板１４０ａ２の高
さを下方に調整することにより、棚板１４０ａ２を植物に近接させることができる。
【００６６】
　また、前記棚板１４０ａ２の水平面に対する角度が変更可能であるので、この角度を所
望の角度に設定して植物を照らす光量を調整できる。
（変形例）
（つる植物用水耕栽培部１００Ａ３）
　次に、図１１を参照して、実施の形態３の変形例について、上記実施の形態３と異なる
点を以下説明する。図１１は、つる植物用水耕栽培部１００Ａ３の中央部における断面図
を示す。つる植物用水耕栽培部１００Ａ３は、格子状部材１４０ｅを植物用水耕栽培部１



(12) JP 2013-192552 A 2013.9.30

10

20

30

40

50

００Ａ３の前部側に配置し、格子状部材１４０ｄを鏡１７０側に配置している点で、実施
の形態３におけるつる植物用水耕栽培部１００Ａ２と異なる。また、前記格子状部材１４
０ｅの幅は、格子状部材１４０ｄより幅の小さい。なお、本実施の形態においては、上記
実施の形態３と同じ部材には同一の符号を付し、説明を省略する。
【００６７】
　本実施の形態によれば、格子状部材１４０ｄより幅の小さい格子状部材１４０ｅを植物
用水耕栽培部１００Ａ３の前部側に配置することにより、植物用水耕栽培部１００Ａ３の
後部側に配置されている格子状部材１４０ｄに絡まっている植物の手入れがしやすくなる
という利点がある。
【００６８】
＜実施の形態４＞
　次に、図１２～図１４を参照して、実施の形態４について、上記実施の形態１～３と異
なる点を以下説明する。図１２は、つる植物用水耕栽培部１００Ａ４の中央部における断
面図を示す。つる植物用水耕栽培部１００Ａ４は、スリット１４１ｂを有する第２の格子
状部材１４５が使用されている点で、図１１に示すつる植物用水耕栽培部１００Ａ３と異
なる。なお、本実施の形態においては、上記実施の形態１～３と同じ部材には同一の符号
を付し、説明を省略する。
【００６９】
（つる植物用水耕栽培部１００Ａ４）
　図１２に示すように、つる植物用水耕栽培部１００Ａ４は、棚板１４０ａ２と、第１の
格子状部材１４０ｄ，１４０ｅと、第２の格子状部材１４５とから構成されている。棚板
１４０ａ２は、複数のスリット１４１ａを有する。これらのスリット１４１ａに前記第１
の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅが縦に挿通されて、ストッパー１４７で前記棚板１４０
ａ２に取り付けられている。これらの第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅに対してスリ
ット１４１ｂを有する第２の格子状部材１４５が交差して配置されている。この第２の格
子状部材１４５の前記スリット１４１ｂに前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅが挿
通され、ストッパー１４７で前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅに第２の格子状部
材１４５が取り付けられている。
【００７０】
　図１４に示すように、第２の格子状部材１４５は、矩形状の枠材の短手および長手のそ
れぞれに平行な複数の線材が離間して設けられ、前記枠材にこれらの複数の線材が交差し
て取り付けられ、前記棚板１４０ａ２のスリット１４１ａと対応する位置にスリット１４
１ｂが矩形状の線材で形成されて構成されている。
【００７１】
　図１３（ａ）に示すように、ストッパー１４７は、矩形状の板であり、スリット１４１
ａから上方に突出している第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅの複数の線材で形成され
ている孔に挿入されている。ストッパー１４７の長辺両端側の下面は棚板１４０ａ２の上
面にそれぞれ接し、ストッパー１４７の中央部の上面は第１の格子状部材１４０ｄ，１４
０ｅを構成する線材の下部と接している。
　また、図１３（ｂ）に示すように、ストッパー１４７は、矩形状の板であり、スリット
１４１ｂから下方に突出している第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅの複数の線材で形
成されている孔に挿入されている。ストッパー１４７の長辺両端側の上面は第２の格子状
部材１４５の下部にそれぞれ接し、ストッパー１４７の中央部の下面は第１の格子状部材
１４０ｄ，１４０ｅを構成する線材の上部と接している。
【００７２】
　照明器具１６２は、つる植物用水耕栽培部１００Ａの前部側と鏡側１７０に平行に複数
設けられている。スリット１４１ａは、照明器具１６２の近傍に、照明器具１６２と平行
に設けられている。格子状部材１４０ｄは、スリット１４１ａの長さと略等しい幅に設定
されており、複数の容器２００に植えられた植物が絡まるように配置されている。格子状
部材１４０ｅは、スリット１４１ａの長さの５分の１程度の幅に設定されており、１つの
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容器２００に植えられた植物が絡まるように配置されている。
　前記棚板１４０ａ２は、その短辺がそれぞれ底板１２０の両端に立設された支持体１１
０ａ，１１０ｂに保持されている。棚板１４０ａ２は、支持体１１０ａ，１１０ｂの互い
に対向する面から水平方向に突出している凸部１１５上に、棚板１４０ａ２の短辺を載せ
て取り付けられている。また、前記棚板１４０ａ２は、前記第１の格子状部材１４０ｄ，
１４０ｅとともに上下方向に位置調整可能である。
【００７３】
　また、棚板１４０ａ２の短手方向において、支持部材の取り付け位置を上下にずらすこ
とにより、前記棚板１４０ａ２の水平面に対する角度が変更可能である。例えば、つる植
物用水耕栽培部１００Ａ２の前部側の凸部１１５より鏡１７０側の凸部１１５の位置を低
くすることにより、前記棚板１４０ａ１の水平面に対する角度を変更できる。
【００７４】
　本実施の形態によれば、前記第１の格子状部材１４０ｄ，１４０ｅに対してスリット１
４１ｂを有する第２の格子状部材１４５が交差して配置されているので、縦および交差す
る方向に植物が絡みながら伸びて成長できる水耕栽培装置を提供できる。
【００７５】
　また、前記棚板１４０ａ２の水平面に対する角度が変更可能であるので、この角度を適
切な角度に設定して植物を観察し易くなる水耕栽培装置１００を提供できる。
【００７６】
（変形例）
　次に、上記実施の形態１～４の変形例について以下説明する。なお、本変形例において
は、上記実施の形態１～４と同じ部材には同一の符号を付し、説明を省略する。
【００７７】
　上記実施の形態においては、蓄電池１５５を使用する例について説明したが、これに限
られない。蓄電池１５５を使用する代わりに、商用電源を使用してもよい。
【００７８】
　また、上記実施の形態においては、つる植物用水耕栽培部１００Ａ～１００Ａ４につい
て、照明器具１６２と配線１６２ａが設けられている棚板１４０ａ１，１４０ａ２を使用
する例について説明したが、これに限られない。棚板１４０ａ１，１４０ａ２の代わりに
、照明器具１６２と配線１６２ａと配管１６１が設けられている棚板１３５を使用しても
よい。
【００７９】
　また、上記実施の形態においては、支持体１１０ａ～１１０ｆが側板である例について
説明したが、これに限られない。側板の代わりに、複数のパイプを用いて、棚板等の隅部
を支持するように水耕栽培装置１００を構成してもよい。
【符号の説明】
【００８０】
１００　水耕栽培装置
１００Ａ　植物用水耕栽培部
１００Ａ－１００Ａ４　つる植物用水耕栽培部
１００Ｂ　蓄電池収納部
１００Ｃ　葉菜等植物用水耕栽培部
１１０ａ－１１０ｆ　支持体
１１５　凸部
１２０，１２１　底板
１２３　背板
１２５，１２６　天板
１２７　棚板
１２８　操作部
１２９　前面板
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１３０　キャスター
１３５　棚板
１４０ａ１，１４０ａ２　棚板
１４０ｂ－１４０ｅ　第１の格子状部材
１４０ｇ，１４０ｈ　第１の格子状部材
１４１　吊り下げ部材
１４１ａ，１４１ｂ　スリット
１４１ｂ      スリット
１４５　第２の格子状部材
１４７　ストッパー
１４８　嵌合部材
１４９　半円弧状の線材
１５０Ａ，１５０Ｂ   液肥タンク
１５０Ａ１　上面板
１５０Ａ２　下面板
１５０Ａ３　短辺側板
１５０Ａ４　長辺側板
１５０Ｂ　液肥タンク
１５０ａ　液肥注入部
１５１　タンク支持部
１５２　アングル材
１５３　アクリル支柱
１５４　フロートガイド
１５４ａ　孔
１５５　蓄電池
１６０　ポンプ
１６１　配管
１６１ａ　配管
１６２　照明器具
１６２ａ　配線
１６３　８分岐
１７０　鏡
２００，２１０　容器
２０１　培地
２０２　吸収体
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